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藤岡公民館で作られた繭玉飾り

足元が冷えるときは、靴
下をはいた上に新聞紙を
巻き、上からさらに靴下
をはくことで暖がとれま
す。

新聞紙をくしゃくしゃに
丸め、大きなポリ袋に入
れ、その中に足を入れて
口を閉じると温かくなり
ます。

  靴下と重ねて足元の冷えを解消

  ポリ袋と組み合わせて足を温める

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！

Everyday disaster preventionEveryday disaster prevention～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.58
繭玉団子とお蚕さん
～養蚕の繁栄を祈る心～

「点検商法」に注意しましょう

　５日前、「無料で排水管の点検をします」
と業者が訪ねてきた。無料ならと思い見て

もらったところ、排水管の一部が割れている写真
を見せられたため工事契約を結んだ。工事当日、
「水漏れしている。別の工事をしないと大変だ」
と言われ50万円の高額な契約をしてしまった。クー
リングオフしたい。

　これは特定商取引法上の訪問販売に
該当し、契約書面を受け取ってから８日

以内なのでクーリングオフできます。「無料で点
検」などと言って訪問し、言葉巧みに消費者の
不安をあおり工事などの契約を結ばせる手口で
す。一度契約すると次 と々別の契約を迫られる
場合もあります。工事を勧められてもその場で
は契約せず、複数の業者から見積もりを取って
比較検討することが大切です。契約をする場合
は消費者に契約書面を交付しなければなりませ
ん。契約をする前に見積書、契約書面記載の
工事・サービス内容の詳細を確認しましょう。
契約後や工事完了後でもクーリングオフや取り
消しなどができる場合があります。不安に思っ
たら消費生活センターに相談してください。

消費生活の相談は市消費生活センター ☎ fax兼用⑳1133（来庁相談要予約） 相談時間  平日午前9時～午後4時

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】新聞紙で暖をとる

　寒いとき、身近にある意外なもので暖をとる
ことができます。それは新聞紙です。新聞紙を
数枚重ねるだけで、体からの熱の放出を抑制し、
暖をとることができます。肩から羽織り、テー
プなどで合わせ目を留めれば、即席上着の完成
です。
　また人によって違いはありますが、寒さは足

の指先などから感じやすい傾向にあります。
寒い時期に体育館などで夜を明かさなければ
ならないときには、新聞紙を活用することで
足元を温めることができます。これ以外にも
ポリ袋やラップなど日常使用している物品の
中にも役立つものがあるので、うまく組み合
わせて活用してみてください。

羽咋市長　岸
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　明けましておめでとうございます。
　藤岡市とは、日本三辻の一つを有するご縁
で昭和61年に姉妹都市提携を結んで以来、文
化やスポーツなど幅広い分野で交流を重ねて
まいりました。
　昨年はコロナ禍で多くの交流事業が中止と
なってしまいましたが、本年は、姉妹都市提
携35周年となる節目の年です。コロナ禍が終
息し、再び相互交流できることを願うばかり
であります。
　また、結びに、藤岡市の益々のご発展と、
藤岡市民の皆さまのご健勝とご多幸をお祈り
申し上げ、新年のあいさつといたします。

明けましておめでとうございます
羽咋市長　岸 博一 

　１月15日の小正月に行われているどんど焼
きは、各地域で無病息災や五穀豊穣などを祈願
して行われています。一般的などんど焼きによ
く見られる木の枝に刺さった団子は繭玉といわ
れており、今では少なくなってしまったかもし
れませんが、とりわけ養蚕農家では繭がたくさ
ん取れることを祈ってヤマグワやナラなどの木
の枝に刺して、座敷に大きく飾っていました。
繭玉は丸い形を多く作るほかに、特別大きな繭
の形をしたものを16個作って木の枝に刺す
「十六繭玉」も作っていました。この「16」とい
う数は、蚕の足が８対16本あることから16に
なるという説があるようです。
　藤岡市では14日の朝に作って飾るところが
多かったようですが、地域によってはミカンや
昆布、スルメなども枝に付けてました。繭玉飾
りは、蚕が繭を作るマブシに見立てられること
もあり、「揺すると繭が落ちるから揺すってはい

けない」や、十六繭玉は16個あるいは32個作り、
「間違って数が少ないと蚕が外れる」などの話も
あり、養蚕との関連の深さが伺えます。
　今日では、繭玉団子を食べるとその年に風邪
をひかない
といった健
康祈願や五
穀豊穣など
が主だった
風習となっ
ていますが、
養蚕の盛ん
な地域にお
いては、養
蚕の繁栄を
祈る心が込
められてい
たのです。
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